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ション。 サーキュラ一など ) の 郵 

x:+61-39349-3016)o 

募集 

日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法・ 学会見聞記， 関連学会案内，書評等どの 

ような内容でも 結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さい。 

  



年 

会長 岡田 益吉 

正月気分も実感しないうちに、 くも立春となってし 

進みが早くなるとか、 余り歓迎し せんが。       。 皆様インフルエンザにも 負けず、 

活発な 御 研究で人類の 知的財産を増やすことに 貢献しておられることと 存じ 

すところ私の 会長任期も 1 年弱となりましたが、 日本発生生物学会も、 DGD は少しず 

すが、 次第にインパタ ト 。 ファタターが 伸び、 運営も順調でござい 

運営委員、 編集主幹、 幹事長、 幹事の皆様の 献身的なご努力に 心から御礼申し 

す。 本年より、 幹事長が浅 島誠 先生より、 八杉貞雄先生に 代わり、 幹事も松田良一 

生 、 福井 彰雅 先生から、 福田公子先生、 西鶴秀俊先生のお 2 人へとバトンタッチされ 

した。 前幹事長、 幹事の先生方のお 働きに対して 衷心より感謝 い 

新たに事務局をお 引受け下さった 皆様に何卒よろしくお 願い申しあ L 

活動は本来 は 各個人がその 哲学に従って 行うべきであ ることは当然 

額の研究経費を 必要とし、 それを何らかの 組織からの補助。 援助に依存する 場合には、 

自分の行いたい 研究の重要性を 多くの人に理解し、 同意して貰うことが 必要となるの 

もまた止むを 得ないことと 居、 い す 。 その意味では、 自分の興味のあ る分野の研究を 

行政府が重要と 考え、 重点的に推進する 方針を立ててくれると、 説得に要するエネル 

ギーが比較的少なくて 済みます。 現在、 発生生物学は 脳の研究と共に 追い風を受けて 

いる分野であ るように思います。 例えば、 内閣総理大臣を 議長とする科学技術会議に 

おける、 昨年 7 月 2 8 日の『諮問「ライフサイエンスに 関する研究開発基本計画につ 

いて」に対する 答申 ] においても、 今後 1 0 年間を見通して 国として取り 組むべき 研 

究 開発領域の一つとして「発生」をあ げているのは 大変心強い次第です ( 科学技術会 

議の中の部会、 分科会には何人かの 会員が参加しておられます ) 。 このような発生学に 

対する追い風を 感じるのは会長として 大変うれしいことであ り、 改めて皆様方の 研究 

の 更なる進展を 期待する次第です。 さて、 研究活動に必要なもう 一つの要素は、 研究者 

間の批判と情報交換であ りましよう。 毎年開かれている 日本発生生物学会の 大会はその 

ために大いに 役立っているものと 確信いたします。 本年度の大会 は 、 熊本大学の主催で 

す 。 沢山の会員が 参加されるよ う 期待します。 

研究者相互の 批判、 情報交換は 、 特に科学の世界では 国際的であ ることが大切であ 

ります。 昨年アメリカ 合衆国スノーバードで 開かれた、 国際発生生物学会 (lSDB) の 
大会に日本からも 多数の方が参加されたのは 大変嬉しいことであ りました。 その際の 

運営委員会 (Bo 肛 clMeet 而 g) 、 さらに総会で、 20)0i 年に予定される 次の大会をアジ 

ア地域で開くことが 決定されました。 候補としては 日本、 韓国、 オーストラリアの 3 

力 国があ げられ したが、 その後ゲーリング ISDB 会長より、 日本発生生物学会が 主催 

して欲しいという 正式の要請がとどきました。 これを受けて、 1 月 2 4 日に開かれま 

した運営委員会で 審議をお願い い たしましたところ、 日本発生生物学会が 主催して 



20 ㎝年に国際発生生物学会を 開催することを 受諾することが 決定されました。 さらに 

その準備のために、 準備委員会、 支援委員会 ( 仮称 : 準備委員長の 要請にしたがって、 

必要な支援活動を 行う ) を作ることが 了承され、 準備委員長として 竹市 雅俊先生が選 

出されました。 積極的に議論して 下さった運営委員の 先生方、 また貴重な意見を 述べ 

て下さったその 他の先生方に 心から御礼申し 上げます。 lSDR は世界各国の 発生生物学 

会を統合する 大きな組織であ り、 発生生物学の 分野では最も 多くの研究者が 関与する 

学会であ ることはご存じの 通りです。 この国際学会が 日本で開かれることは 発生生物 

学の研究者には 大変に良い刺激となり、 研究活動を一層加速するのに 役立つと思いま 

す。 ぜひとも多くの 方が参加され、 研究成果を発表して、 各国の研究者と 交流される 

よ う お願いいたします。 現在の所、 国際発生生物学会大会を 日本発生生物学会大会の 拡 

大 として開く。 したがって 、 2() ㎝年には国内の 大会は開かない。 国際会議では 出来る 

限り、 学術上の活動だけを 行う。 この 2 つだけが、 一応の方針として 確認されており 

ます。 これまでの国内の 大会に発表するのと 同じ気持ちで、 ぜひ国際発生生物学会 て 

皆様の研究を 発表して下さい。 大会運営の具体的な 詳細については、 これから準備委 

員会で討議、 決定されますので、 会員の皆様方には 出来る限り速やかにお 知らせした 

いと思っております。 準備に当たり、 また実際の大会の 運営に当たり 多くの方に御協 

力をお願い申しあ げることもあ るかと存じます。 その際には何卒 お力 をお貸し下さい。 

さらに、 大会の成功は、 国内外より参加される 皆様の活躍にかかっております。 どう 

ぞ一般の会員の 方達も積極的に 参加されますよう、 今 - 度お願い申しあ げまして、 年 

頭のご挨拶と 致します。 

2 一 



事 て 

東京大学大学院総合文化研究科生命系 
浅島 誠 

1996 年 1 月一 1997 年 12 月までの 2 年間、 日本発生生物学会の 事務局の運営に 

携わって、 退任するにあ たり、 まず岡田 益吉 会長はじめ、 運営委員の諸先生方、 

そして会員の 皆様方の御尽力と 御協力に深く 感謝いたします。 

私の前任の、 長浜名幹事長は、 事務上でも運営面でもよくまとめられて 来ら 

れたので、 その後任としては、 いささかに私は 荷が重かったのですが、 なんと 

か 無事に過ごすことができましたのも 皆様方のお 陰 だと思っています。 次期幹 

事長の八杉貞雄先生に 事務局を引き 継いでもらうことは、 御 迷惑をかけること 

になりますが、 八杉先生は以前学会事務局の 経験もあ りますので、 私としては 

安心して引き 継ぎを行うことができました。 すでに 1 月上旬には、 前任者から 

預かった段ボール 箱 や大事な印鑑等の 引き継ぎは完了し、 あ とは学会事務セン 

ターを含めた 一部会計処理が 終われば事務の 引き継ぎは終了ということになり 

ます。 

今回、 事務局を行ってみて、 比較的スムーズにいった 理由の一つには、 松田 

庶務幹事が「サーキュラー」の 編集をよくやってくれたことや、 金貝からの学 

会費の未納者の 請求、 それに積年のいろいろな 累積の会計不明事項を 大幅に改 

善してくれたことにあ ります。 10 年以上も会費未納者が 何人もたまったまま 

で引き継ぎを 行い、 その連絡もうまくいかなかったりすることが 多かったので 

すが、 事務局の方で 総会に計り、 3 年以上の未納者は 連絡と催促はするが、 そ 

れでも音信不通の 場合は自動退会とし、 事務の簡略化を 行いました。 また賛助 

会員や広告代も 長年据え置きで、 印刷しても学会に 何ら利益をもたらさないこ 

とがわかったので、 これらを値上げして、 学会に実質的に 利益になるように 実 

情に合わせませした。 このような努力をして 下さった松田庶務幹事に 感謝した 

いと思います。 また、 D.G.D. の編集に関しては 昼前主幹、 嶋田 現 主幹の御尽 

力と御努力、 それに江口前会長と 岡田柄 吉 現会長の英断による Blackwell 

Science 社での編集が 軌道にのって、 学会運営もスムーズに 行くようになりま 

した。 事務局としてはあ る程度のお金がなりと、 学会員約 1 3 0 0 名以上もい 

るので、 いろいろな依頼に 対応して い くのに身動きができないのが 実 ，晴ですが、 

私の在任中はそのような 苦労をあ まりせずに済みました。 これは長年の 先輩、 

諸兄姉の本学会への 大いなる英知 と御 努力のお 陰 だと思いまず。 八杉新幹事長 

に事務局をお 願いする時、 発生生物学会の 事務局としてはあ まりお金のことで 

心配するような 状態でないならばという 条件が付いていたので、 それは現在の 

ところクリアしていると 思っています。 これからは発生生物学会も、 できるだ 

け 学会事務センタ 一などに業務を 委託して、 学会事務局の 業務を減らしていく 

方向が良いのではないかと 思っています。 



発生生物学会は 大会などにでてみると 比較的若い人が 非常に活発で 元気がよ 

いのは将来的には 大いに発展の 見込まれる学会だと 思っています。 そのような 

人がこれから 「 D.G.D. 」や「サーキュラー」にお 仕事や意見をどんどん 述べ 

て 、 この学会を盛り 立てていただきたいと 思っています。 この 2 年の間に、 京 

都での大会 ( 大会委員長 : 佐藤知行先生 ) 、 筑波での大会 ( 大会委員長 : 平林 

民雄先生 ) では、 学会事務局にもいろいろと 御 配慮 と御 援助をいただきました 

ことにお礼を 申し上げます。 

これからの日本発生生物学会は、 日本の生命科学の 中で大きな役割を 担って 

いくものと思っています。 日本学術会議では、 星 元紀会員が発生生物学の 中か 

ら推薦されています。 そして、 前回 (1998 年 1 月 24 日 ) の運営委員会では 
2001 年の国際発生生物学会を 日本で開催することも 決めました。 これからこ 

の学会がアカデミックな 学会として更に 発展していくことを 期待しています。 

2 年間という短い 間でしたが、 会員の方々にもいろいろと 御 迷惑や御不自由 

を 多くおかけしたと 思いますが、 何とか無事に 終えることができたのも、 岡田 

会長はじめ、 多くの方々の 支えのお 陰と 感謝しています。 



事 て 

幹事長 八杉 貞雄 

平成 1 ぃ年 i 月 i 口から事務局が 東京都立大学理学部生物学教室の 発生プロバラム 研究 

室内に移りました。 会計を西 駕 秀俊さん、 庶務を福 m 公子さんにお 願いしています。 これ 

まで東京大学の 浅鼻先生を中心にしっかりした 事務体制がとられてきたわけですが、 私ど 

ももなんとか 大過なく勤めを 果たしたいと 考えています。 

学会の事務局というところは、 いうまでもなく、 まったくの勤労奉仕でなされるもの 

で、 しかも多くの 学会会員はその 存在すら普段は 意識しないものです。 それでいて、 なに 

かあ れば当然「事務局にきいてみよう」ということになります。 大分前になりますが、 東 

京大学の水野丈夫幹事長のもとで 庶務を勤めたことがあ りますが、 実に多くのそれこそ 雑 

用 と 呼ばれるものが 降り注いできました。 

学会の事務局があ まり表に出ないようになることが、 むしろ学会のためにはいいことな 

のでしょう。 幸いにみなさまのご 協ガ を 得て 、 穏やかに日々がすぎ、 次の事務局に 引継ぐ 

ことができればと 考えています。 

学会はこのところ 経済的にも、 学術的にも深刻な 問題を抱えることなく 活動していま 

す。 それは、 実はこれまでの 会長、 事務局、 D)c;I) 編集主幹，編集幹事など 多くの方の大 

変なご努力があ ったればこそです。 特に現任のような 状況の中で、 経済的にあ まり苦しま 

ずに事務局をお 引き受けできたのは ，まことに幸いなことでした。 私たちがこれから 学会 

の活動に新しい 要素を付加することができるかどうかは 若干怪しいのですが、 せめて活動 
に ブレーキをかけないよう 努力する所存です。 学会の運営に 関し、 会員の方々からのご 意 

見をお寄せいただければと 存じます。 

学会は、 3 年後の国際発生生物学会を 主催することになり、 これは従来の 活動とはまた 
異なる緊張をもたらすこととなります。 事務局としては、 実際に国際学会を 運営する組織 
と 学会との関係を 緊密に保ち、 細舶 をきたさないよう 努めて参ります。 この点に関して 

も、 みなさまのご 支援を頂きたいと 思います。 

最後にお願いを 一 つ 。 会員業務に関することは、 是非直接学会事務センタ 一にご連絡 下 

さい。 おそらくこのことだけでも 徹底されれば、 私どもの 労ソ J がかなり減少すると 思いま 

す 。 どうぞ宜しくお 願い い たします。 



イセ 

編集主幹 嶋 田 拓 

DGD の ヵラ 一印刷費は従来、 全額著者負担システムでした。 その結果、 最初の ヵラ 一頁 

は 100,000 円 、 次頁以降は頁当たり 24,000 円となり、 論文にカラー 写真を多用せざるを 得 

ない現在では 著者の負担が 著しく大きくなっていました。 この状況を打開するため 学会と 

Backwel@ との間で交渉が 始まっておりましたが、 岡田会長、 浅 島 幹事長、 八杉次期 ( 当 

時 ) 幹事長らのご 努力で、 昨年暮れに Blafkw ㎝社が 40% 、 学会が 30% を分担することによ 

って、 著者の負担を 軽減できることになりました。 今後著者に請求される 新しいカラ一頁 

印刷費は、 最初の 1 頁が 25,200 円、 次頁以降は頁当たり 16.000 円となります。 ただし、 学 

会の負担があ まり大きくなると 予算を圧迫しますので、 必ずしもカラ 一にする必要がない 

と編集側で判 @ いたしました 場合は、 若者にお尋ねした - ヒで モノクロームにさせていただ 

くことがあ りますので、 ご 協力をお願いいたします。 

星 前主幹のご努力のお 陰で、 昨年度の DGD の㍉， npact factor はかなり上昇いたしました。 

@pact ね ctor の意味についてはいろいろ 議論もあ ろうかと思いまずが、 数字が公表される 

からには高い 方がよいわけで、 及ばずながらさらに 高める勢ガをしたいと 思います。 会員 

の 皆さんがふるってご 投稿下さるのをお 待ちしております。 



委 

平成・ 1 け 年上戸 2 4 日 1 4 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0 

場所 : 東京大学駒場キャンパス i 伺号 館第一会議室 

出席者 : 岡田盤古会長、 浅烏賊 ( 前幹事長兼運営委員 ) 、 江口吾朗、 片桐千明、 黒岩屋、 

近藤芳人、 嶋田 拓 、 竹前雅俊、 固まりな、 長浜寿孝、 仲村巷 和 、 西田宏 記 、 星元 

紀 ( 日本学術会議会員 ) 、 安部員 一 ( 次期大会委員長 ) 、 福井 彰雅 ( 前 会計幹事 ) 、 

八杉貞雄 ( 新幹事長 ) 、 西 鶴 秀俊 ( 新会計幹事 ) 、 福田公子 ( 新庶務幹事 ) 

会長挨拶のあ と、 浅 馬双幹事長から 事務局交代についての 説明があ り、 八杉新幹事長、 

西 鶴 会計幹事、 福田庶務幹事が 紹介された。 

報告要項 

庶務報告 ( 浅島 ) 

。 現 会員数 ( 平成 1 け年 i 月 1 9 日現在 ) 

国内 正会員、 け 7 7 名 

学生会員、     ， i 0) 2 名 

賛助会員、 l 1 名 

国外 正会員、 5  け名， 

総会員数 1 、 3 4 り名 

会計関係 ( 福井 ) 

。 1 9 9 7 年度決算が示された。 

収入の部 大会開催 校 ( 筑波大学 ) からの寄付があ った。 

支出の部 会計に余裕があ るため、 む じり万円を特別会計に 回した。 

。 1 g g H 年度予算案が 示された。 

支出の部 事務局経費を 多くし、 アルバイトを 雇えるようにした。 

DGD 関係 ( 嶋田 ) 

。 前年度の実績 

投稿 数 i 1 .> 編 、 うち海外からは 3 ゎ編 (3 2%) 
採択率 ゎ ㈲ 拷 

㎞ iI)aCtfactor  l. ぉ 5 で上昇中。 

。 現在のところ 刊行は順調。 昨年のはじめの 頃 の号が遅れた 原因は、 発送会社が航 

空便ではなく 船便にしたせいだが、 その後図 ackwWell 社が発送会社を 変え、 その 

ようなミスはなくなっている。 

。 著者の負担を 減らし、 投稿数を増やす 試みとして、 カラーベージ 代の軽減案が 示 

された。 内容は現在のカラーベージ 代 最初の 1 ベージ 8 ム， ㎝Ⅵ円のうち、 
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BlaCkw Ⅴ e Ⅱ社が、 小爪、 学会が 朕 ) 。 " 著者が 30 州負担するものであ る。 l? ベージ 

目 以降はこれまでと 同様。 

  DGD を購入している 図書館数は、 国内、 海外共に横ばいであ る。 

。 現在、 DG;D の別刷 代 支払請求は、 通常の別刷 代と カラーベージ 代の 2 通が来て 

いる。 これをⅠ通にできるように 別 aCkWAVel@ に繰り返し要求する。 さしあ たっ 

て大学の経理担当者には、 2 通でも処理してもらうことを 依頼した。 文部省にも 

依頼する予定。 

第 3 1 回日本発生生物学会大会のお 知らせ ( 前回からの変更点 )  ( 安部 ) 

。 学生の参加費、 懇親会費を 1 のの 0 円安くした。 

。 申込 法 が定額小為替に 変わった。 

。 希望発表分野を 1 つ選択し、 プロバラム作成に 役立てることにした。 

。 シンボジウムおよびワ - クショップを 計画している。 
。 ホームベージを 開設した。 

第 3 2 回日本発生生物学会大会のお 知らせ ( 日 ) 

。 日 ・ H き : 1 9 9 9 年 ; 、 1 同 2 8, 2 9 、 2 け日 
。 場所 : 甲南大学 

。 大会準備委員長     大阪市立大学 園まりな 氏 

1 () 件 目の反省について ( 浅島 ) 

。 前号のサーキュラ 一にいろいろな 先生の意見を 載せたところ、 好評だった。 

。 次号のサーキュラ 一にも別の先生の 意見を載せる 予定。 

日本学術会議報告 ( 星 ) 

。 サイェンスミュージアムの 問題が話し合われた。 

。 ガイアリスト 2 1 研究会が正式に 決定した。 

名簿編集 ( 八杉 ) 

。 選挙の年のため 新たに名簿を 作る。 その際、 国際発生生物学会等に 有用と思われ 

るので和文とともに 英文表記を載せる 予定。 

審議事項 

決算および予算 

。 1 9 9 7 年度決算案および 1 9 9 8 年度予算案が 承認された。 

。 特別会計が承認された。 

。 DGD カラーベージ 代の学会一部負担の 承認にともなって DGm カラーベージ 代と 

して 8 の万円を予算に 組み込むことが 承認された。 
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DGD 関係 

。 DGD カラーベージ 代の学会 - 部 負担が承認された。 そのことを、 サーキュラ一 

で学会員に広く 知らせるとともに、 DGD にも掲載することが 決定した。 

。 DGD の on]lin ㎎化が検討され、 Blac ぬ WU 社と協議することが 決定した。 

国際発生生物学会 2 のの 1 年大会 

。 岡田会長から 20 0 1 年 国際発生生物学会大会の 現状と経過について 報告があ り   

2 0 り 1 年大会開催を 日本発生生物学会で 引き受けることを 承認した。 

国際発生生物学会 

。 国際発生生物学会の b)o) 肛む m ㎎ ， Ⅱ だ r を選出する準備として 日本発生生物学会の 会 

則の付則、 申し合わせ事項に 、 

4 、 国際発生生物学会の b)oardlm Ⅱ elllb)er は運営委員会において 選出する。 

という項を付け 加えることが 提案され、 次回の総会で 提案されることが 決定した。 

選挙管理委員、 

選挙管理委員として 三菱化学生命科学研究所の 北村氏 ( 委員長 ) 、 竹内氏、 橋本氏 

が提案され、 承認された。 

会計監査委員 

会計監査委員として 駒沢大学の西山氏が 提案され、 承認された。 

一 9 



鹿鰍 ： j 

第 

務 

本年度は本学会の 会長、 および運営委員の 選挙があ りますので会員名簿を 新たに作 

成いたします。 前回の名簿作成のさいに 松田先生のご 努力のおかげで h-ma Ⅱ番号が載 

りましたが、 仝回はこれからの 本学会の国際化にむけて、 かねてから要望の 多かった 

会員氏名および 所属の英語表記も 加えて載せることとなりました。 お手元に既に 届い 

ている名簿作成用往復葉書の 記入 欄 にそれぞれの 英語表記を忘れずに 記入してくださ 

い 。 なお、 締切は 5 月 12 日です。 皆様のご協力をお 願い い たします。 

  
へ 

3 年以上会費未納の 方は今回に限り、 会費納入のお 願いをも う 一度行いますが、 そ 

れでも未納の 方は自動的に 退会となりまず。 会費納入は簡単にできますので、 皆様の 

ご 協力をお願い い たします。 

回 発生 大 

発生生物学会では 発表者は会員に 限っております。 発表の申し込みをして、 まだ 入 

会 手続きをしていない 方はできるだけ 早く入会してください。 また、 指導教員の方は 

大学院生の方への 指導をお願いいたします。 

一 Ⅰ 0 



平成 10 年度研究助成 

Ⅰ． 助成の対象 基礎的な動物科学の 研究。 

2. 助成の内容 上記研究に対し、 助成金を交付する。 

助成金額 :  約 3 0 0 万円 

1 件につき 1 0 0 万円以下とする。 

助成金は、 備品、 消耗品、 謝礼、 国内旅費などのほか、 

国外旅費にも 使用することができる。 

3. 応募の方法 所定の研究助成申請用紙に 必要事項を記入して、 

下記事務局に 直接申し込む。 

申込 ダ切 : 平成 10 年 7 月 17 日 ( 金 ) 必着。 

申請用紙は、 返信用封筒 (B 5 版 ) を同封の上 、 

下記 宛 請求する。 

公益信託 成茂 動物科学振興基金事務局 

〒Ⅰ nn-on0Fi 東京都千代田区丸の 内 1-4-5 
三菱信託銀行本店営業部 

公益信託推進室 担当 小林 
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c 第 l0 回加藤記念海外派遣助成募集要項 コ 

1. 助成対象者 : 平成 10 年 4 月 1 日から平成Ⅰ 1 年 3 月 31 日の期間に海外で 開催される 

バイオ サ イェンス分野の 学会、 シンポジウム 等で研究発表を 行 う 研究者 

2. 申込資格 : 応募締切目 に 35 才以下の方 ( 医学系の大学卒業者は 37 才以下の方 ) 

3. 助成内容 : 所要経費の一部を 援助する 

4. 助成金額 : 総額 740 万円 

5. 援助件数 : 3W 件 程度 ( 前期 ; 21 件程度、 後期 ; W 件 程度 ) 

6. 応募方法 : 当 財団所定の申請用紙に 必要事項を記入の 上、 当財団に直接申し 込む 

7. 応募締切 : ①前期 ;4 ハ～ 9/30 の期間に発表される 方は、 平成 10 年 5 月 31 日 

②後期 ;10/1 ～翌年 3/31 の期間に発表される 方は、 平成 10 年 8 月 31 日 

8. 審査方法 : 当 財団の選考委員による 審査の上、 理事長および 評議員会議長の 承認 

を得て決定 

9. 申請書の請求先および 送付売 : 下記あ て「はがき」または「ファクシミリ」にて 

ご請求ください 

連絡先     ( 財 )  加藤記念バイオサイエンス 研究振興財団 

住所 :  干 194-8533  東京都町田市旭町 3-6-6 

    0427-25-2576 

FAX  :  0427-22-8614 

担当 :  古柳 信子 
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東 術 成 

要 

記 

1 . 東レ科学技術賞 ( 概要 ) 

1 . 候補者の対象                         賃苧協会に関する 分野で、 下記に該当するもの 

は ) 学術上の業績が 顕著なもの 

(2) 学術上重要な 発見をしたもの 

(3) 重要な発明をして、 その効果が大きいもの 

(4) 技術上重要な 問題を解決して、 技術の進歩に 大きく貢献したもの 

2. 科学技術賞                               2 件前後。 1 件にっき、 賞状、 金メダルおよび 賞金 500 万円 

3. 候補者推薦件数                   1 学協 。 会から 2 件以内 

4, 推薦締切期日                         平成 10 年 10 月 9 日 ( 金 ) 弊舎必着 

D. 東レ科学技術研究助成 ( 概要 ) l 候補者の対象 貴学協 。 会に関する分野で 国内の研究機関において 基礎的な研 

究 に従事し、 今後の研究の 成果が科学技術の 進歩、 発展に貢 

敵 するところが 大きいと考えられる 独創的、 萌芽的研究を 活 

発に行っている 若手研究者 

2. 研究助成金                               総額 1 億 3 千万円。 1 件 3 千万円程度まで lCW 件 程度。 

3 . 候補者推薦件数                   1 学 協会から 2 件以内 

4. 推薦締切期日                         平成 10 年 m0 月 9 日 ( 金 ) 弊舎必着 
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( 財 ) 井 振 第 井 術 

( 財 ) 井上科学振興財団 ( 西川哲治理事長 ) は、 第 15 回 ( 平成 10 年度 ) 井上学術賞の 受 

賞候補者を次のとおり 募集している。 

1 . 概 要 : 自然科学の基礎的研究で 特に顕著な業績をあ げた 50 オ 未満の研究者に 対し、 

学術賞 ( 賞状及び金メダル、 副賞 200 万円 ) を贈呈する。 

2. 受賞件数 : 5 件以内 

3. 募集方法 : 指定の関係 30 学会、 及び財団の役員・ 評議員等からの 推薦 

集
 
募
 

（
 丼
 

第
 

( 財 ) 井上科学振興財団 ( 西川哲治理事長 ) は、 第 15 回 ( 平成 10 年度 ) 井上研究奨励賞 

の受賞候補者を 次のとおり募集している。 

l , 概 要 : 平成 7 一 9 年度の過去 3 年間に、 理学・工学・ 医学・薬学・ 農学等の分野 

で博士の学位を 取得した 35 オ 未満の研究者で、 自然科学の基礎的研究にお 

いて新しい領域を 開拓する可能性のあ る優れた論文を 提出した研究者に、 

賞状及び研究奨励金 50 万円を贈呈する。 

2. 受賞件数 : 30 件 

3, 募集方法     博士論文を指導した 研究者の推薦に 基づき、 学位を授与した 大学の学長か 

らの推薦 

推薦締切目 : 平成 10 年 9  月 20 日 ( 日 ) 

照会先 :  ( 財 )  井上科学振興財団 

〒 150 一 0033  東京都渋谷区猿楽町 11 一 20 

電話 03 一 3477 一 2738  F  A  X  03 一 3477 一 2747 
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井 

(Bt) 井上科学振興財団 ( 西川哲治理事長 ) は、 第 4 回井上フェロ 一の採用を希望する 

研究者を次のとおり 募集 ( 一般公募 ) している。 

    募集の概要 : 基礎科学分野の 新しい開拓的発展を 目指す 45 歳未満の優秀な 中堅研究者 

が、 自身の研究計画の 発展のため、 自身が選定ずる 若手研究者を 井上 フ 

エ ロ ー として採用し、 当該研究の推進に 協力させるための 助成であ る。 

平成 5 年度に開始した 事業で、 今回は第 4 回の募集。 

井上フェロ ーは 、 全体で 10 名、 博士号取得者 (35 歳未満 ) 。 フェロ一に 

は 月額 35 万円の研究奨励金を 支給 ( 必要な場合は、 往復国際航空運賃も 

支給 ) 。 平成 11 年度 ( 平成 11 年 4 月 1 日㍉に採用。 期間は 2 年、 但し、 

自己の研究室出身者以覚から 選定すること。 

2. 募集資格 : 国 公私立大学の 原則として大学院博士課程の 教員、 、 並びに大学共同利用 

機関に所属する 常勤研究者。 45 歳未満の者。 

3. 申請受付 : 1998 年 6 月 1 日 一 9 月 20 日 

4. 申請用紙請求先     ( 財 ) 井上科学振興財団 

〒 150 一 0033  東京都渋谷区猿楽町 11 一 20 

電話 03 一 3477 一 2738 F  A  X  03 ゴ 477%747 
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〒 665-8666  宝塚市美幸町 10 一 66 
財団法人 チバ ・ガイ ギ 一科学振興財団 
冊 同法人 ツ バルティス科学振興財団へ 名称変更 予制 

電 話 : 0797 一 74 一 2460 

FAX : 0797 円 4%409 

1 . 助成対象研究集会 

生物・生命科学およびそれに 関連する化学の 領域において、 わが国で開催される 研究 

集会に対し、 運営経費の一部を 助成する。 研究集会はかなりの 数の国外からの 参加者 

を含む国際性豊かな 集会でなければならない。 ただし、 参加者が 1,000 名を越す よう 

な 大規模な研究集会および 2 国間の研究集会は 原則として助成の 対象としない。 また、 

原則として、 平成 10 年 9 月以降に開催される 研究集会を対象とする。 

2. 助成金額 

助成金は 1 件 50 万円とし、 約 10 件の助成を行う。 

3 . 推薦者 

当 財団の指定する 学会、 協会の代表者、 当財団の現任ならびに 前任の理事および 評議 
  
貝 。 

4. 推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

なお、 当 財団の理事、 評議員、 選考委員は候補者となれない。 

5. 推薦方法 

所定の用紙またはその コピ 一に必要事項を 記入し、 当 財団事務局に 提出する。 

6. 推薦受付期間 

平成 10 年 (1998 年 ) 4 月一 6 月の期間とする。 ただし、 推薦締切り後も、 助成総額が 

本年度の予算額 (500 万円 ) に達しない場合は、 推薦の受付けを 継続する。 

Ⅰ 6--   



7. 選考方法 

選考委員会において 選考 し 、 理事長、 副理事長、 評議委員会議長の 合議に よ り決定す 

る。 

8. 採否の通知 

選考終了後直ちに 推薦者、 被推薦者の双方に 採否を通知する。 

9. 助成金の交付 

研究集会の開催時期の 遅くとも 1 ケ 月前に研究集会の 代表に送呈する。 なお、 贈呈式 

を平成 10 年 3 月に開催する 予定であ る。 

10 ．助成金の使途 

会場使用料、 外国人講演者の 招牌費用、 抄録集の印刷費など 研究集会の開催に 直接心 

要 な経費に限る。 飲食費などに 使用してはならない。 助成金は推薦書記載の 通りに 使 

用 することを原則とする。 万一使途を変更する 場合には、 あ らかじめ 当 財団理事長の 

承認を求めること。 

11. 成果の報告 

研究集会の成果を 集会開催後 2 ケ月 以内に当財団に 報告するものとする。 報告書作成 

方法等については、 集会開催後に 当財団事務局 よ り連絡する。 研究集会のプロシー デ 

イングを刊行する 場合には、 財団法人 チバ ・ガイ ギ 一科学振興財団 ( 英文の場合に は 

Oba-Geigy Foundation(Japan)fo@. the P ‥ Cnmonioon ofSciencee) から助成を受けた 旨を明 

言己 すること。 
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学会㈹推薦を 必要とする場合にはこの 締切の一ヵ月前に 学会内での選考のために 締め切りますのでご 注 

貴 ください                                 に関しては変更のあ る場合があ りますので．各団体へ 直接ご確認くださ 
        応募書類は各人で 取得してください 

貫名 授賞団体   授賞件数 提出締切 賞金額   受賞資格           
持田記俳 ( 財 ) 持田記俳医学                 ゎ 月末 m 件 IOn 万円 r 生命科学・薬物科学・ 情報科学   

研究助成薬学振興財団 生体工学 @ と医療応用の 研究 

持田記俳 0 ㌻ 0058-7 ㌍ 1 
留学補助〒 lh0       持田記俳。 キ 術賞 @ 1 イ     
託   学 振興基金     必着                 
成茂 動物 し :@-0058-72.21                       程度まで     

科学振興〒 100 ゴ 061 

  
  

1 一 4 一う 
  

  

        
〒 104 一 11   0 わ 1 

研究者で、 職業をもたない 

の 研究所等に在籍していろ 者   

  
〒 171-0 ば 33 

東京都豊島区高田 薬学一般 円 基礎および臨床 

07 円 一尺 23 一 3240 

礎 的な研究を対象とする   

技術賞 047 ㌻ 50%103 

〒 279 一円 55 円 より効果が大きいもの、 技術上の重   浦安市美浜 1-8-1 
東レ科学東レビル   

  な 行っている若手研究者   



ブに対               

東京都港区虎ノ 門口 比 Ⅰ 

  

  
サー V 呂お 0 一 24 円 5 
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朋音Ⅰ h0mas @hardS. Mann, 円 anda Ⅱ 丁 ・ M00n,Je 行」・ Wrana, 

Ma 沖 n, Cl 冊丁 abin, Norbe は Per Ⅱ mon, 円 o 引 Nusse, Hir(oshi Hama め廿 ， Tasu ㎞ 

Honjo:@Kohei@Myazono ， Shinichi@Aizawa ， Youichi@Nabeshi   a@and@others   

8:30 一 Ⅰ 5:00 

。 CGG 日 フォーラム 
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第 本 大 、 案 

第 71 回日本生化学会大会は、 平成 10 年 10 月 14 日 ( 水 ) より 17 日 ( 土 ) までの 4 日間、 

愛知県名古屋市の 名古屋国際会議場において 開催されます。 

今大会では、 より多くの若手研究者に 発表していただける 場となるようなプロバラムを 

企画しておりまず。 まずその一つとして、 今大会では多数のシンポジウムを 予定しており、 

各々のシンポジストにつきましては 公募を行います。 また、 一般講演につきましては、 応、 

募数の約 2 割をプロバラム 委員会で選出し、 シンポジウムに 準じた形式に 組織します。 残 

りを ポスタ一発表で 行う予定です。 詳細にっきましては 木会会誌「生化学」 70 巻 2 、 3 号 

をご覧ください。 

また、 今大会では、 演題分類として 別表のような 7 つの柱を設け、 それぞれの柱を 中心 

に プロバラム編成を 行います。 

なお、 代表発表者は 本年度の会員に 限ります。 未 入会の方は早目に 人会手続きをお 済ま 

せ 下さい。 

[ 入会申し込み 先 ] 

〒 113 一 0033  東京都文京区本郷 5 一 25 一 16  石川ビル 3F 

( 社 )  日本生化学会会員 係 

T  E  L  03 一 3815 一 1913  F  A  X  03 一 3815 一 1934 

[ 大会問合せ先 ] 

〒 466 一 8855 名古屋市昭和区 鶴舞町 65 

名古屋大学医学部薬理学教室内 第 71 回日本生化学会大会事務局 

TE L052 一 744 一 2080  FAX052 一 744 一 2083 
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l . 生体分子とその 代謝 

  遺伝子・ゲノムの 構造   タンパク質の 一次構造   タンパク質の 高次構造 

  タンパク質の 構造と機能相関   分子複合体の 高次構造 

  糖と 粧鏡生物学   脂質   リ ポタンパク質 
  プ ロ テ オグリカン   薬物   フリーラジカル 

  酸化還元酵素   活性ペ プ チド   無機化合物 

2. 遺伝情報の展開 

  3R ( 「 EePllcatlon. 「 Eecomblnatlon. 「 EePal 「 )   転写・ 日 NA プ ロセシング   
  翻訳   タンパク質のフォールディンバ ・タンパク質の 局在化 

  タンパク質の 翻訳後修飾   ウイルスの遺伝子   分子シ ャ ペロン 

  フロ テオリ シス 

3. シグナルの受容とトランスダクション 

  ペ プ チドホルモン、 増殖因子 ・細胞膜レセフター   枝肉レセフター 

  脂質シグナリンバ     プロテインキナ 一ぜ   プロテインホスファ タ一ぜ 

  カルシウム結合タンパク 質   ワイクリックヌクレオチド 

  NO   活性酸素   G タンパク質 

  イオン   上記に含まれない 伝達分子 

4. 増殖・分化・アポト 一シス 

  細胞増殖   細胞分化   細胞周期 

  アポト一シス   細胞分裂 

5. 細胞の構造と 諸機能 

  染色体、 核 

  細胞骨格 

  細胞運動・収縮 

  細胞内物質輸送と 分泌 

6. 高次機能と疾患 

  生体膜   オルガネラ 

  イオンチャンネル、 ポンフ 、   生体エネルギーと AT P ア一ぜ 

膜 透過機構 
  細胞認識と接着、 細胞 外 マトリックス 

  発生   再生・修復 

  免疫   が れ 

  加齢と成人病   感染症 

  神経変性疾患、 アルツハイマー 病   血管とその疾患 

  遺伝子治療   生物時計 

7. 生命工学と生命理論 

  神経機能 

  疾患遺伝子、 病態生化学 

  H l V 

  植物 

トランスジェニック 生物と 

遺伝子ターゲティンバ 
人工酵素、 タンパク質工学 
生命の起源 

分子設計 
細胞エ学 

学
 

術
 

エ
枝
 

A
 
 

い
 

 
 日
新
 

化
の
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子
代
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土
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平 せ 

て細胞外 でトリ ツクス研究の 新しい歩み』 几 ・ nn@t@s 由 Matrix Biol0 紺 

日時 : 平成 10 年 6 月 20 日 ( 土 )-22 日 ( 月 ) 
場所 : 広島国際会議場 ( 広島市 ) 
オーガナイザー : 二宮善友 ( 岡山大学医学部 ) 、 古里勝利 ( 広島大学理学部 ) 
主催 : 日本生化学会・ CGGH- エフ ヵ - ラム、 
共催 : 財団法人国際協力医学研究振興財団 

後援 : 国際 マ トリノタス生物学会 (ISMB) 、 日本分子生物学会、 日本細胞生物学会   
日本結合組織学会、 マトリ ツクス研究会 

6 月 20 日 ( 土 ) 

Registration‖nd｛pening・ 
P@naryLecture:Dr.BjornR.o@en(HarvardMed@ 引 Scho 引 ，， Bo 且 lon) い 3 ヵ 0-l4           
Cell/Matrix@signaling@in@vascular@morphogenesis 
Session@I:@ Morphogenesis@and@organogenesis@(14:30-17           

Dr ． Gerard@Karsenty@(MD@Anderson ， Houston):@Cbfal@and@bone@formation 

Dr ． Reinhard：aessler・ ， Planck！nstitute ， Martinsried):！ntcgrin〔nockoi     

Dr ． Junko@Fujisawa@(National@Center@for@NMMD 、 Kodaira):@Meltrin@fa Ⅲ     ly 

MeeltheSpeakers い 8:30- け           

6 月 21 日 ( 日 ) 
Session@II:@ Tissue@Regeneration@(9:00-12           
Dr ． Dean@Sheppard@(Unversity@of@California ， San@Francisco):@Epithelial@Integrins   

Dr ． Scott@B ． Selleck@(UniverSty@of@ALzona ， Tucson Ⅰ     Proteoglycans@in@DevQopment   

Dr ． George@K ・ Mchalopoulos@(University@of@Pittsburgh ， Pittsburgh):@Liver@regeneration 

Dr ． Katsutoshi@Yoshizato@(Hiroshima@University ， Hiroshima):@Mesenchyme-dependent@hepatocyte@ growth 
Session@III:@ Molecular@Genetics@and@Protein@Function@(14:00-17           

Dr ， John@Bateman@(University@of@Melbourne ， Parkville):@Metaphyseal@chondrodysplasia 

Dr ． Michel@van@der@Rest@(CNRS-CEA ， Grenoble):@Tri   le-helix@format@   n 

Dr ， Darwin@Prockop@(All   gheny@UnverSty 、 Phi@     dCphia Ⅰ     Gene@therapy 
Dr ． Kazuhiro@Nagata@(Kyoto@University ， Kyoto):@Regulation@and@function@ot ， HSP47 

Reception:ANA？otel？roshi   a・ 

6 月 ?.2 日 ( 月 ) 
Ses ㎡ onIV: VascularBiologyandTu@nol.Metas@a Ⅰ s(g:00-l2:00) 
Dr.Michaelo 。 R 目 Ⅱ y(Childrell 。 sHospital/HMS,Bo 豆 on):EndostaLln 
Dr ． Charles´ittle・ ． ofヾouth，arolina ， Charleston):。uilding‖｜lood」essel 

Dr ． Rama@Khokha@(Princes@Margaret@Hosp ・ ， Toronto):@TIMP@transgenic@mice 

Dr ． Motoharu@Seiki@ (University@of@Tokyo ． Tokyo):@MT-MMPs 

事前登録の締切は 平成 10 年 3 月 31 日です。 
一般演題としてポスタ 一発表を行います。 また、 上記セッションと 関連の話題を 口演演題として 選出 
しますので多数ご 応募下さい。 ( 演題締切は平成 10 年 4 月 20 日で 鋒 ma Ⅱでも受け付けます。 ) 
宿泊予約等を 含む 本 シンポジウムの 詳細は日本生化学会のホームページ (http://www.bcasj.or.jp/jb 
/ibshome/jbs-home.html) に適宜、 掲示しまずのでご 覧下さい。 
本 シンポジウムの 問い合わせ先 : 小原政信 ( 〒 739  東広島市鏡山 1-3-1 広島大学理学部 ) 
Tel:・ ， Fax:0824-24-1492 ， e-mail:［obara@sci ． hiroshirna-u ・ ac ・ jp 
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オーガナイザー :  帯刀益夫 ( 東北大学加齢医学研究所 ) : 山本雅之 ( 筑波大学 TAl はセンタ一 ) 
主催 : 日本生化学会、 CGGH フォーラム、 共催 : 国際協力医学研究振興財団 

協賛 : 日本分子生物学会、 日本細胞生物学会 

ton｛f¨eur3   Stem C0l 

Dr ・ Ryoichiro@Kageyama@(Kyoto@University ， Kyoto) 

Dr ， Tom？azel・ ， I ・ H ・， Bethesda) 

Dr ・ Takahisa@Furukawa@(Harvard@Medical@Scool ， Boston) 

Dr ・ Fumio@Matsuzaki@(National@Neuroscience@Reseach@Center ， Tokyo) 

16:15  -18:00  PosterSess め n  (Poster 展示は 11 皿 0  より、 翌日Ⅰ 2:30 まで ) 

18:@00@-@19:@00@ Meet@the@Speakers 

19:00-%:00  懇親会 ( 参加賀 : 3 千円 ) 

9@     30@-12@     30:@ SesSon@2:@ Generation ， Self-renewal@and@ Commitment@of@Hematopoietic 

Stem@ Cells 

Dr ． Ela@     e@Dzierzak@(Erasmus@University ， Rotterdam) 

Dr ． Isabelle；odin・ ， Nogent《ur｀ame) 

Dr ， Takahiko@Hara@(University@of@Tokyo ， Tokyo) 

Dr ． Ihor@R ・ Lemichka@(PFnccton@Uni   erSty,@Pri   ceton) 

Dr ・ Masuo@obinata@(Tohoku@University ， Sendai) 

13:@30@-@16:@30:@ Session@3:@ Transcriptional@Regulation@in@Lineage@Com Ⅲ     tment@of 

Hematopoi   t@@   Stem@CG   Ⅰ   

Dr ・ Sergio@ottolenghi@(University@of@Mlan ， Mlan) 

Dr ・ George@Stamatoyannopoulos@(University@of@Washington ， Seattle) 

Dr ・ Masayuki@Yamamoto@(University@ofTsukuba ， Tsukuba) 

Dr ， Frank@Grosveld@(Erasmus@University ， Rotterdam) 

Dr ， Tai ・ iq@Enver@(Leukemia@Research@Fund@Center ， London) 

本 シンポジウムでは、 一般演題としてポスタ 一発表を行いますので、 多数ご応募ください。 

( 演題締め切りは 1 998 年 6 月 7 日で、 e-ma Ⅱでも受け付けます。 ) 

本 シンポジウムに 関するお問い 合わせ先 : 帯刀益夫 

( 〒 980-77  仙台市青葉区 星 綾町 4-1 、 東北大学加齢医学研究所分子発生研究分野 : 
T.EL  :022-717-8483 、 FAX(  :022-717-8488 、 e 。 mail:stem ⑨ idac.tohoku.ac.jp 

なお、 本 シンポジウムの 詳細については、 ホームページ 

(http ゾれ Ww.idac.tohoku.ac.Jp わ tem Ⅱ ndex.htm  )  でも掲示していますのでご 覧ください。 



大 属 

公募人員 : 種 形成機構研究部門 教授 1 名 

研究分野 : 両生類の種分化に 関する系統学的研究を 生化学的・分子生物学的手法等を 用 い 

て 行っ。 ， - 

大学院との関係 : 大学院理学研究科 ( 生物科学専攻 ) において授業 ( 両生類 種 形成論 ) を 

担当。 

応募資格 : ①関連分野の 研究者で、 着任後は、 両生類を研究対象にする 人。 にれまでの 

研究において 両生類を研究 材 M, としていることは、 必ずしも必要ではあ りませ 

ん。 ) ②博士の学位を 有する者 

着任時期     平成 11 年 l 月 i 日 以降の早い時期 

提出書類 : ①履歴書②業績リスト③代表的論文の 別刷 5 篇④これまでの 研究概要 (2000 字 

程度 ) ⑤着任後の研究抱負 (2000 字程度 ) 

公募 メ切     平成 10 年 7 月末日 ( 消印有効 ) 

書類送付 先 : 〒 739 一 8526  東広島市鏡山 i 丁目 3 番 1 号 

広島大学理学部長 年 - 回泰三 ( 本件の応募書類であ ることを封筒に 朱書きして 

「書留便」にて 送付ください。 ) 

問い合わせ先 : 広島大学理学部附属両生類研究施設 施設長 教授 古里勝利 

TEL (0 8 2 4) 2 4 一 7 4 4 0 ( ダイヤルイン ) 
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動 
く新人会員 ノ 

( 氏名 ) ( 所属 )   ㏍ ひ テーマ、 ②材本 v) 
平野 伸二 愛知県コロニ 一発達障害〒 480-0304 春日井市神屋 町 713 

研究所 

室 谷 進 農林水産省畜産試験場 〒 30h-0901 茨城県稲敷郡茎崎町 池 の 白 2  れ ) 烏骨鶏の色素細胞の 挙動 

㈲高橋 源尚 奈良先端科学技術大学院〒 630 叩 10i 生駒市高山町 8 り 1 Ⅰ 5   
大学動物代謝調節 学 ャ良書Ⅱ @     ヒ 

三宅 歩 三菱化学生命科学研究所〒 檎 4-%11 町田市南大谷Ⅱ   
プ ロ ジエ タ ト 6 一 1 (2W) 、 ビ ブラフ イ ツシュ 

蒋 麗沖 東京大学大学院医学系研〒 11 チ 0033 文京区本郷 7 円 -1 ㈹実験進化学 

先料・口腔覚科学識 座 佗 ) 哺乳類 ( イヌ 、 ラット ) 、 両棲 類 

木下 血行 ㈱東京都神経科学総合研〒 ぬ ㌻ 0042 府中市武蔵 台 2 円 ①神経発生 

先前神経生理学部門   
岩渕 万里 東京工業大学生命理工学〒 226-0026j 横浜市緑区長津田町 42%                                   

郁生体機構・ 発生生物   
山根 明 鶴見大学歯学部薬理学教〒 230-0063 横浜市鶴見区鶴見 2- Ⅰ --3  ㈹ 歯 ・ 舌 ，咬筋の発生 

室                     "  フツ ト 

志賀 清弘 東京薬科大学生命科学部〒 192-0%? 八王子市堀之内 1432- Ⅰ ㈲甲殻類の形態の 多様性と形態形成 
環境分子生物学研究室 遺伝子の分子進化の 関係 

(2) オオミジンコ 

木村 賢一 北海道教室大学岩見沢 校 〒㎝ 8-nl,:.@i                                             ①神経系の発生 

生物研究室 (2@ ョウジョウバエ 

近藤 滋 徳島大学総合科学部 〒 77 帖㏄ 14 徳島市南学姉島町 1 円   
@2 ナビ ブラフィッシュ 

中山 卓哉 ド ㏄Ⅱ &  D)p.V ビ ⅡⅡⅡⅡ③ れ tal 31 は l ㍉ W  S@l@llJacl く s(nlPar ヒほ )X Ⅲ l( Ⅱ ))1%  初期発生 
BO Ⅰ．．， L2lR, O 「   eR@l1 I く (l.,P()rt № l Ⅱ ， O)R  97201 一 ( のⅩとれ 川 Ⅱ田 @Rvi ㍉ 
Ⅱ㎏ れ lt Ⅱ お ci とⅡ (. と <s@J Ⅱ iv   3098, 「 @.S.A. 

岸本 康之 Max-Plal)ck- Ⅱ nllstl Ⅲ t                                                                     7?076, ㈹初期発生における 背旗 軸 形成機構 
Ful Ⅱ   ぼりゼブラフ イ ツシュ 

E,,tw 八 @ 団姐 ",,9 ド ㌦ ",l 。 ， 9 化     
Ab 荻 ㏄ⅡⅡⅡ 巨 (, ㊤Ⅱ③ tk 

㈲鈴木英輝子 東京医科歯科大学歯学部〒 l1 チ 00R4 文京区湯島 1 十円 5       
㈱ Ul 北 真也大坂市立大学理学部発生〒 鴇 H-nn?.2. 大阪市住吉区杉本 3-,R-13 は ㈹アフリカツメガエルの 生殖 頼粒に 

生物学研究室 局在するタンハタ 質をコードす る遺 
伝子のタローニンバ 

;27 アフリカツメガエル 
㈲堀米 直人 熊本大学大学院理学研究〒 蒲 0 叩 H り 2 熊本市黒髪㌻ や -1   

科生物科学専攻分子生物   
学講座 

㈱百瀬 剛 奈良先端科学技術大学院〒㈲ 0-0101 生駒市高山町は 916- ぅ れ ) 眼の発生における 誘導と形態形成 

大学バイオサイエンス 研 @2) ニワトリ 

究 ォ : ト 

㈲ 東 千 絵子 東京大学大学院理学系研〒 l                                                                     
究利 物理学教室 堀 m 研究     2; キ イロショウジョウバエ． 

皇 

                                                                              〒 30 ㌃ 0074 づくば市高野台 n-@-   l     l) 神経発生 

      ズ アフリカツメガエル 

一 2@ 



ピ料 ; 照門真由英 

渡鰹 裕二 

山本 卓也 

  
金 
  
荒木 崇志 

芦 澤 

牧野 情 土 

日比 正彦 

石黒 滝衞 

   
 

追
分
 

 
 
 
 
 
 白
 

 
 
 
 区
 

京
 
左
 
市
 

 
 
-
"
"
 

Ⅰ
 
「
 

@
 
、
 

 
 
 
 

 
  
 

 
 
 
  
 

 
 
一
 
@
 

T
 

究
教
 

 
 

院
 
理
 

植
 
政
 

学
専
 

大
学
 

学
科
 

 
 
 
 東
村
里
 

     
 
 
 
 
 
 
 
星
 
 
 
葉
 
主
日
 

 
 
ム
口
 

 
 

 
  
 
 
 
 
 

 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 宇

野
 

匡
介
 

齢
究
 

 
 苧
経
 

 
 東

北
 
分
子
    

  
 

 
 
 
 

柏
尾
 

 
 
塚
 
一
月
 

浜
面
 

横
 
 
 
 
  
 

 
 

名
 
2
 
 
 
 
 
中
央
 

4
 
所
 
月
 

 
 美
明
 

 
 
成
技
 

化
盤
 

ラ
基
 

一
所
 

 
 

   
 

 
  
 

 
  
 
浜
 
上
 
 
 
津
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 

 
 

生
 

 
 
学
割
 

物
資
源
 

先
料
 

半
学
 

 
 革
質
 

三
物
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大阪大学医学部バイオメ〒㍉ 6 炉 0871 吹田市山田 丘 2 づ 
ディカル教育研究セン 
ター腫瘍病理研究部門 

京都大学大学院理学研究〒 (0 び --8502 京都市左京区北自 川 追分町 
科植物学教室 

杉野 文啓 東レ㈱基礎研究所安全性〒 52n-0 は 44? 大津市国士 3-1-2, 

研究室 

政井 一郎 理化学研究所脳科学総合〒 鍋卜 0198 和光市広沢 2-1 

研究センタ一発生遺伝子 
  

大下英明 高知医科大学医化学 〒 7H3,-%05 面白市岡豊町 小蓮 

渡遇 利雄 東北大学加齢医学研究所〒 眈山 8575 仙台市青葉区 星 綾町 4 円 

免疫遺伝子制御 

池谷 智津 国立遺伝学研究所 無 脊椎〒 4)1-8540 三島市谷田 11 Ⅲ 

動物遺伝 

荒木 生木 京都大学大学院理学研究〒 606-8502 京都市左京区北自 川 追分町 
利生物科学専攻 

松野 健治 大阪大学医学部バイオメ〒 巨 6 炉 0871 択出市山田 丘 ㌻ 2 
ディカル教育研究セン 
タ一 神経機能解剖学 

伊藤美紀子 大阪大学医学部バイオメ〒 5C ㌃ 0 は 71 吹田市山田 丘 ㌻ 2 
ディカル教育研究セン 

タ一 神経機能解剖学 

㈹シロイズナズナの 根毛形態形成に 

関与する遺伝子の 解析 
㈲シロイ ヌ ナズナ 

dm 脳神経系の発生とバターニンバ 
㏄ ) ニワトリ 

㈹毛包一毛乳頭相互作用 
(2)I@l0,l.tSe, rat 

れ ) 単為 発生生物の減数分裂機構 

ひ ) 神経発生・細胞分化 
ぽ ) ショウジョウバエ D 川町田田 a 
lll む @ Ⅱの 9 れ St 巳 Ⅱ 

㈹腎臓の発生におけるア ポ ト一シス 

㈹非対称分裂 
(2 泊． 目 Rga@ 応 

㈹ ゼ キツイ動物の 形態形成 
佗 ) メダカ 

㈹初期発生に 関与する形態形成遺伝 
子 
㈲ゼブラフィッシュ 

ひ ) 高等植物の形態形成とシグナル 伝 

達 
②シロイ ヌ ナズナ ( ぬ ， aMclo)nsis 
tl@ れ li れ llla) 

れ ) ラット㎞ vit Ⅲでの生殖毒性試験 

系の確立 
佗 ) ラットライ ヂイソヒ 初代セ音 養 細胞 

(@dHv とに℡ⅡⅡ Rnt れ @b 化Ⅱ 1)gy 
Ⅱ e ひ r(@b ⅡⅡ」 lKv 
(2 ン③ br れ伍 Sh, aI Ⅱ @)t Ⅱ (@xus 

れ ) 母性 @TlRNUA の翻訳調節 
(2) アフリ メ /J ツメガエル 

れ ) 造血発生 
(2) マウス 

①昆虫の気管形成 
② キイロ ショウジョウバエ 

①栄養成長から 生殖成長への 転換の 

遺伝学的制御機構、 分裂組織の構 
造 ・機能維持機構 
① ) シロイ ヌ ナズナ (AAra し田、 )l) 繭 s 
tll れ Ⅱ れ I@ れ ) 

け DNOtcll@ 報伝達系   左右軸の決定 
②ショウジョウバエ   マウス 

れ DNo@tcll 情報伝 @ 系 
(2)Dn()sc)l)luila 
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宿雨 期 佐 大阪大学歯学部生化学 〒 56%0871 吹田市山田 丘 Ⅰ 円 01) 軟骨分化の機構 
(2) マウス 

村田 武夫 理化学研究所ライフサイ 〒 30 ㌃ 0074 つくば市高野台 3-1-1   
エンス筑波研究ヒンター 割 、 w ㎞ aless の発現調節機構 

㏄ yD 「 u)So)@) ㎡   am ㎎ 晦 れり gaSte 「 

芝田 英主                                                                       つくば市東光白 5-9-9 筑波 研 ㏄ ) ゲノム・インプリンティンバ、 発 
アシンメトリブロジェ タ 究 コンソーシアム 半 分化における 遺伝子発現調節 

  (2) マウス (MLlSll@llSCU 田 ㊥、 ヒト 
(I ィ (lll@l@Sal)iHl)S) 

㈱小林 克子 京都大学大学院理学研究〒 606-8f502 京都市左京区北口 川 追分町 は ) マ ポヤ初期 歴 における母性遺伝予 
利分子発生研究室     

㈲片平 士 矢 東北大学加齢医学研究所〒 葵 n- 郎 75) 仙台市青葉区皇睦 町 4- Ⅰ ①中脳硯蓋の 形態形成 
分子神経研究分野   

㈲佐藤 達也 東北大学加齢医学研究所〒 鰻 0-857,@ 仙台市青葉区皇陵 町 4-1                                                   
学問 藤 辰也 東北大学加齢医学研究所〒 鰻 0-85175 仙台市青葉区皇陵 町 4-1  ①網膜   規 蓋 投射の分子機構 

分子神経研究分野   
㈲ 勝 自 由樹 石巻専修大学大学院理工〒㈱ 6-8 「， 80 石巻市 南境 新水戸 1 伍 ) 発生制御に関与するべ プ チ ド性シ 

学 研究 ォ '@   
㏄ ) カイウ ミ ヒドラ U Ⅰ hydracti@lia 
と c@lil Ⅰれれ ) 

㈲ 岸 憲幸 大阪大学医学部神経機能〒 照肚 0 は 71 吹田市山田 丘 ㌻ 2   
解剖学教室   

Ml,llSR 

㈲兼松 真 関西学院大学理学部木下〒 6j62-0891 西宮市上 ケ原 Ⅰ 番町 1-1 防                                                     
研究室 (2) アフリカツメガエルⅨ Grl(ll)lJS 

ぬ億 ViS) 

㈲長谷川光一 関西学院大学理学部木下〒㎝ 2-O は t.g1 西宮市上 ケ原 l 番町 1- Ⅰ 弘                                                                               
研究室 ム 、 誘導                     

                                              モし 

㈲足立 仁 大阪大学細胞生体工学 ゼ 〒 弼ら -0871                                   れ ) 発生過程における 左右 軸 形成機構 

ンター濱田研究室   
㈲廣田 ゆき 大阪大学バイオメディ                                                             ひ ) 神経発生 

ル 教育研究ゼンター 神経 (2) キイロ ショウジョウバエ 

機能解剖学研究部 

                    大阪大学バイオメディカ〒㈹ ト 0871 吹田市山田 丘 ?,-?   
ル 教育研究センター 神経   
機能解剖学研究部   

㈲依田 成文 大阪大学バイオメ ヂィ                                         吹田市山田 丘 ?.-? ㈹神経発生 

ル 教育研究ゼンター 神経   
機能解剖学研究部 

㈲湯浅 喜博 大阪大学バイオメディカ〒 鴇肚 0871 吹田市山田 丘 ㌻ 2 ㈹神経発生 

ル 教育研究ゼンター 神経   
機能解剖学研究部 

㈲ 小 Jll 麻里 広島大学理学部遺伝予科〒 73 拍 幼 2 ば東広島市鏡山 ト ㌻Ⅰ ㈲初期発生における 遺伝子発現の 制 

学 専攻遺伝子発現機構学   
講座   

一 30 



㈱日下部りえ 

㈲秋葉 栄治 

学 仲田 勝紀 

生日 Ⅴ @@ @ 

㈱成田 知弥 

㈱荒川 伴子 

㈲伊藤美和子 

  
㈲ 金 百中 

  
  
  
㈲金田 靖 行 

㈲松下 武史 

㈲望月 俊昭 

㈱木村 淳 

㈱矢嶋 浩 

  

北海道大学大学院理学研〒 060-0810 札幌市北区北 10 条 西 8 丁目 
究科生物科学専攻 

東北大学大学院理学研究〒 98(1-8578 仙台市青葉区荒巻 字 青葉 
科生物学専攻 

理化学研究所ライフサイ 〒 30 ㌃ 0074  づくば市高野台 3-1 Ⅱ 
エンス筑波研究ゼンタ 一 
分子神経生物学研究室 

東京都立大学大学院理学〒 192-0397 八王子市南大沢Ⅰ -l 

研究科生物学専攻 

東京都立大学理学部生物〒 192-0397 八王子市南大沢 - Ⅰ 
学教室 

東海大学大学院海洋学 所 〒 42 缶 8610 清水市折戸 3 り 0 Ⅱ 
究科海洋生物科学専攻 

熊本大学大学院理学研究〒。 860-85SSFl 熊本市黒髪 2-39-1 
  

東京工業大学大学院生命〒 22 Ⅰ 8501 横浜市緑区長津田町 4259 
理工学研究科 

東京工業大学大学院生命〒 22 缶 鴎 01 横浜市緑区長津田町 4? 穏 
理工学研究 オ : ト 
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北海道大学薬学部薬品 生 〒 060-0812 札幌市北 E 北 l2 条 西 6 丁目 
物化学講座 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

化
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室
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八王子市南大沢 1-l 

北海道大学大学院地球環                                                               
境科学研究科生態環境科 
学専攻 

東京大学薬学部発生 胞 化〒 113-0033 文京区本郷 7-3-1 

学教室 

東京大学大学院理学系研〒 113-0033 文京区本郷 7-3- Ⅰ 

究科生物科学専攻 

東北大学大学院理学研究〒 98n-%fi78 仙台市青葉区荒巻 字 青葉 
科生物学専攻井出伊 

東北大学大学院理学研究〒 艶 0-5,578 仙台市青葉区荒巻 字 青葉 

科生物学専攻分子細胞生 
物学識 座 発生生物学 

国立遺伝学研究所 〒 41l づう 40 二島 市 谷田Ⅱ 口 

㈹発生生物学、 分子進化学       
①分子神経生物学   
れ ) 消化管の形態形成における 細胞接 
着因子の分布と 機能の関係 
②ニワトリ 

㈲消化器官の 形態形成と分化 
㈲ニワトリ 

am 魚類の発生工学 
②シロウ オ ( ㎏ uco ゆ田田Ⅲ Deters ㊥ 

①精子形成 
(2) アカハライ モ                                 
  

(l)9 ロ細胞質内組織決定因子の 局在に 
ついて   
㏄ホヤ胚における 間充織細胞の 運命 
決定メヵニズムの 解析 
② SHaloCynthl 油田田 t7.1 マボヤ 

㈹両生類の初期発生についての 研究 
⑫ )Xe@]o)@)U@Sl ㏄ ViS 

因
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㎝
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子
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①発生工学的手法を 用いた生体機能 

の解析 
②マウス 

㎝ ) 哺乳類の初期発生、 X 染色体本清   
②マウス 

@ 精子形成の分子メカニズム 解明 
②ショウジョウバエ 

(1) シユヘ一 マンオーガナイザ 一にお 
ける転写因子ネットワークの 解析 
は ) アフリカツメガエルⅨ ピ l)(@l@l.@S 

laeV     s) 

㈹四肢の形態形成 
(2) ニワトリ 

血 ) 四肢の発生 
㈲ニワトリ 

Ⅲショウジョウ バ T 翅 ・足の形成機 
構 
(2j キ イロショウジョウバエ 
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く 会員資格変更 ノ 

学生づ正会員 

植木 龍 也 広島大学理学部付属臨海実験所 〒 722-0073  広島県御調郡向島町 2 名 5 

海外 つ 国内 
石 籠 徳 順天堂大学医学部第二解剖学教室 〒 13-00 拙 文京区本郷 2-1-l 

        洋 京都大学瀬戸臨界実験所 〒 ば 4 Ⅰ 2211  和歌山県西 牟婁群 白浜町 459 

く 退会者 ノ 

久保 俊之 田中 杉 渡辺 散光 渡辺 彊 矢島 英雄 宇佐見 識 

豊田 裕 上野 津 - 宮崎 歴 磯田 和良 西田 幸代 高市 美穂 

上野 陽子 橋本 陽一 倉持 朗 近藤 玄 清水 英樹 

研究者のニーズにハートで 応える 

㈲ 共 ‥ ぁ 。 m 胞 分別 " ナイロンメッシ ュ 

生命 誌 研究 舘 

先端テクノロジーをサポートする 

三菱化学生命科学 

明治乳業㈱ヘルスサ ィェ ンス研究所 

〒 101  千代田区鍛冶町 1 一 8 一 6 神田 K  S  ビル 

T  E  L  03 一 5256 一 1051 

〒 113  文京区本郷 5 一 13 一 1 ドエル本郷 205 

T  E  L  03 一 3813 一 1073 

〒 569  高槻市柴灯 1 一 1 

T  E  L  0726 一 81 一 9750 

〒 113  文京区本郷 2 一 17 一 8 鈴木ビル 

T  E  L  03 一 3814 一 2066 

〒 194  町田市南大谷 11 

T  E  L  0427 一 24 一 6226 

〒 250  小田原市成田 540 

T  F, L  0465 一 37 一 3661 

一 32 一 
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日本発生生物学会 

会長 岡田 益舌 

近年， ライフサイエンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く詰られ，生物学に 大きな関心と 注 

目が 払われるようになってまいりました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ， 日本を主に， 外 

国の発生学者を 混じえて約 1,300 名を結集しております。 発生学は ， 言うまでもなく 医学・農学等の 

諸分野とも深 い 関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題，癌細胞 

の基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学の 大きな関心の 的になっております。 日本発生生物学会 

は， これらの分野での 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致しております 欧文 

誌 "Development, Growth and Differentiation" (DGD) もこの方面の 国際的学術雑誌として 高く 

評価されております。 

貴社におかれましては ， このような学問の 重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒，本学 

会 趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 本会を 御 支援賜りますよう 御願い申し上げます。 

なお， 賛助会員は年 3 回発行される「インフォメーション・サーキュラー」誌上に 特記され，不 

会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 申し受け 

ております。 御入会の際は ， 入会申込書を 事務局までお 選り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 ( 八杉貞雄 ) 

竿 192-0397  八王子市南大沢 1  一 1 
東京都立大学大学院理学研究科・ 生物学教室 

TEL  0426-77-2572( 直通 @  FAX  0426-77-2559   
年 -   日 

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

      

  
会社名 

担当者名 

電話番号 
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同封の「申し 込み 票 」および「会員 ヵ一ド 」に必要事項を 御記人の上、 日本学会事務センター 宛お 届け下さ 

  

ご 参考までに学会事業の 内容をお知らせ 致します。 

a) 学会誌の刊行 

Developmenl,Growth & Differel]tiation 

年 1 巻、 6 冊刊行 

b) 年 1 回、 研究発表のほか、 招待講演、 シンポジウムなどがあ り   また、 会則に よ る総会が開かれ 

ます。 大会講演要旨 集が 予め全会員に 配布されます。 

c ) インフォメーション・サーキュラ 一 

大会の予告、 予算案、 決算、 運営委員会の 報告など、 学会の事業の 連絡やその他会員の 消息、 関 

連学会の動きなどを 登載したサーキュラ ーが 年 3 一 4 回配布されます 

d) 和丈単行書の 編集 
学会内の委員会の 企画に ょ り、 単行書を編集し 刊行しています。 会員は ( 刊行後一定期間に 限り ) 

割引価格で購入できます。 既刊 分は 「発生における 制御」「初期発生における 細胞」「エ イ ジング 

の 生物学」「動物の 器官形成」「受精の 生物学」「変態の 生物学」「発生における 分子識別」です。 

なお、 会費は前納 制 です。 前年度末までに、 次年度の会費をご 納入下さい。 

会費、 発送 物 、 入退会、 住所変更に関する 問い合わせ先は 

予 113 円 622  東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 学会センター C21 

              日本学会事務センタ 一 日本発生生物学会 供 

T  E  L03 づ 814 円 810 

学生の方は、 学生 証の コピーを添付して、 お申込み下さい。 

なお学生資格は、 学部学生、 大学院生、 及び大学、 研究所等で、 学生 証 あ るいはそれに 準ずる証明書を 有 

する学生、 研究生等です。 

------------------ 。 --------------------- ・ ijn@ yJ@ to@ /@ rv@ @4@@ h@ ，，， @@ 71 ・ /J<@---------------------------- ・ ------______ 

本発   
氏名 

研究主題 ( もしくは関心のあ るテーマ ) 

研究材料名 ( 和名・学名など ) 

氏名ローマ字綴り 

( フル・ネーム ) 

所属機関君とその 所在地 

( 電話   )  ( 一 T   

( ファックス ) 

e メールアドレス 
上記以外に連絡を 希望される場合の 連絡場所 
( 自宅の場合は 自と記入のこと ) 

く一 

 
 

会への要望 
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( 1 ) 会員カードの 記入要領 

    会員カードはすべてコンピュータ 一に記，漬させますので 借書ではっきり 記入して 

下さい。 また指定箇所には、 「フリガナ」または「ローマ 字」で記入して 下さい。 

2. 氏名は点線の 左側に 姓 、 右側に名を記入して 下さい。 

3. 郵便番号は所定の 欄に記入して 下さい。 

4. 所属機関の名称は 原則として、 大学の場合には 学部・学科まで、 会社等の場合に 

は 部 ・ 課 までを記入して 下さい。 

5. 学歴は最終卒業学校名、 卒業 年 ( 西暦 ) を記入して下さい。 

修士・博士課程在学中の 方は研究科、 課程まで、 学部在学中の 万は在学学校名、 

在学学年を記入して 下さい。 

6. 性別，専門・ 連絡先 ( 二会誌 等 送付売 ) . 会員種別については、 該当するものを 

0 でかこんで下さい。 

    不会の会計年度は、 1 月一 m2 月です。 入会年度を所定の 欄に必ず記入して 下さい。 

8. 木印の欄には 記入しないで 下さい。 

(n) 会費の送金方法について 

1 . 会員カードを 返送していただいてから 1 か 月以内に請求書を 発行しますので 最寄 

りの郵便局または 銀行 よ りお振り込み 下さい。 

( 注 ) 現住所、 所属機関等、 会員カードの 記載事項に変更があ った場合はただちに、 書 

面でご連絡下さい。 

入会申込書は 必ず ご 返送下さい。 

財団法人 日本学会事務センタ 一 

日本発生生物学会会員 係 

一 133 束京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 
円 622 学会センター C2l 

T E L03   5814 一 5810 
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日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， さ 

まざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されている 学 

会 であ り，国内外に 約 1,300 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, Growth and Differentiation は， 日本発生生物学会の 機関誌で年 6 

回 発行し国内に 約 1,200 部．国外に約 600 音 @S 配布致しております。 また会員にはインフォメーシ 

ョン・サーキュラ ーな 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等，是非 

ご協 ， 力 頂きますような 願 い 致します。 

広 土日 料 

DGD 本誌 1 頁 年 6 回 150.000 円 

半 頁   78.000 円 

インフオメーション 1 頁 年 3  回 90,000 円 

サーキ ユラ 一 半 ・ 頁   45.000 円 

尚 、 サーキュラー 用の版下作製代は 実費を い ただきます。 裏 表紙は 1 頁 10.000 円高となります。 

申し込み 先 : 日本発生生物学会事務局 ( 八杉貞雄 ) 

干 192-0397 八王子市南大沢 1 一 1 
東京都立大学大学院理学研究科生物学教室 

TEL  0426-77-2572( 直通 )  FAX  0426-77-2559     
し 逐 

年     

日本発生生物学会 御中 

                                                            下記の通り申し 込みます。 

ロココ D  G  D  コヰ文言志 1 頁 

口   半 頁 

ロ サーキュラ 一 1 頁 

口   半 頁 

  
会社名，   

キ旦 肖者名 
電話番号 
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ⅢⅢ 千 ト 

  
用試 イナ % シ 

胞 

便 

  
ん 

胞 ケ 混合するだけで ，先細胞をその 機能を損 ぅ ことなく染色 

可能で     細胞の移動や 増殖のモニタリンバに 大きな威力を 発揮します。 

従来 "Cr 等を用いて行われていた LAK 細胞のモニタリンバや NK 活 

性の測定が簡便に ， しかも安全に 行 う ことができます． 

ウサギ赤血球を 標識した場合， PKH26 では in vivo ずその溶出の 半減 

期が 100 日以上を示し ，長期のモニタリンバが 可能です． 

Tumor  Localization  0f  PKH26  Labeled 

TlLs. 

マウス、 十目凹 み l@ ピに ㍗ 囲 固している， PIcH26 て 。 

染色した rL-   2 社別リンパ 1 目 そが観察されまず ， 

Photo@ Courtesy@ of 

Drs ， Per@ Basse@ &@ Ronald@ H ・ Goldfarb 

Pittsburgh@ Cancer@ Institute ， Pittsburgh ， PA 
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小糸工業のバイオハザード 対応グロースキヤビネット は 、 

周囲環境の影響を 受けずに、 圧力コントロールシステムで 

実験室内を陰圧に 保持します。 また、 コンパクトで 高性能 

なフィルターユニットとの 組み合わせで、 実験対象物への 

空気流による 外界からの悪影響を 遮断、 簡単操作をプラス 

して、 高精度な 温 ・湿度を再現します。 

バイオハザード 対応グロースキャビネット 

(861)1805 。   ， - Ⅰ 

講 ; 尊 

A4 。 174 頁。 本体価格 3,398 円 
現代発生生物学の 展開を 詰論文でたどる。 ゲノムの不変性を 示した核移植の 論文から、 細胞接着、 ホメ オ 

、 アポト一シス、 細胞分化誘導因子など、 発生生物学の 新しいテーマを 扱った論文を 紹介。 

。 本体価格 3,398 円 
英語論文で解き 明かす現代細胞生物学の 真髄。 

細胞膜における 受容体やチャネルの 働 苦など、 

窪 
編纂 

シグナル伝達とがん 遺伝子、 

核となる論文を 紹介する。 

A4 。 Ⅰ 74 頁。 水干が価格 3,400 円 
の 英語論文がスラスラ 読める。 分子生物学にインパウ ト を与えた論文 冊編奄 精選し、 第 

解説と訳注を 執筆。 遺伝子発現、 A ワールド、 分子シャペロンなど 興味深いテーマ 奄 満載。   
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巡 " 
そ 

あ なたが評価するのほ 柔軟な対応 

力ですか ? それとも最高のテクノ 

ロジ一でしょうか ? 

LSM5l0 は、 その全てを備えてい 

ます。 

革新的な最高の 技術、 極めて扱い 

やすいソフトウェアがもたらす 抜 

群の操作性、 コンパクトで 交換容 

易なスキャニンバモ ジ コールなど。 

徹底した妥協を 許さない物作りの 

精神が、 ここにあ りま す 。 

極めてユニーク 族 スキヤニンバ 法 

を採用、 スキヤニンバエリアの 設 

定も自由自在。 従って、 思いのま 

まの不定形のスキヤ ン が可能です。 

全ての 3D 表示、 各種測定法と 相ま 

って、 試料情報 在 余すところなく 

表現します。 

かつて、 顕微鏡に抱かれていた 様々 

な期待が、 今ここに実現します。 

蛍光の 4ch 、 同時取得、 各ピンホー 

ル ほ コンピュータコントロールさ 

れ、 2,048X2,048 ピクセルの高精 

細スキャン、 4Xl2bit の 高 分解能 

をはじめとして、 積算、 オーバ サ ン 

フリンダ、 フォトンカウンティン グ 

など、 は M5l0 の諸機能 は、 全て研 

究者への奉仕にあ ります。 

O/-3355-0332 Fax ・ 03-3358-7554 




